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かにした。第 2章では、液晶性ポリエステルである p-ヒドロキシ安息香酸と 6-ヒドロキシ-2ナフトエ酸の共
重合体の調製を検討し、共重合芳香族ポリエステルが合成できることを明らかにしている。第 3 章では、モ
ノマー中に反応性不純物が含まれる重合反応場を想定し、官能基の非等モル条件下で p-ヒドロキシ安息香酸
ならびに 6-ヒドロキシ-2ナフトエ酸の直接脱水重縮合を検討している。その結果、等モル性が著しく崩れて
も重合が進行し、高分子量ポリ(p-オキシベンゾイル)が生成する特異的な重縮合法を開発している。 
以上より本論文は、ホウ酸触媒による芳香族ポリエステルの環境低負荷型直接脱水重縮合法と重合相変化
を組み込んだ形態制御法を開発するとともに、非等モル条件下でも高分子量体が生成する特異的な重縮合法
も見出しており、芳香族ポリエステルの新しいケミカルリサイクル法の可能性を示している。これらの研究
成果は、高分子化学の進歩に大きく貢献するに止まらず、高分子合成における環境負荷低減に関しても新し
い展開を示すものであり、学位に十分に値すると判断できる。 
